
� はじめに

社会福祉の現場や実践場面では、対人援助技

術を用いて、利用者が抱えている生活上の問題

を把握し、社会的な人的・物的資源の活用を行

い、また、利用者を取りまく環境に働きかける

ことによって支援を行なっていく。

目の前にいる利用者との関わりはもちろん、

社会的な資源となる人との関わりや連携が欠か

せない。

しかし、社会福祉を学び、専門職を目指して

いる学生たちの最近の傾向としてよく言われる

ことは、「人との関わりが苦手」、「人見知りを

する」、「集団行動（活動）が嫌い」などであ

る。

社会福祉の実践場面では、自分一人で支援を

行なうのではなく、組織の下、さまざまな職種

の人や関係機関と連携をとり、一人の利用者の
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支援を行なうことになる。

人との関わりは大前提であるとともに、集団

での行動で必要となるチームワークやリーダー

シップが求められる。

大学での授業において、対人援助の実際を学

ぶ社会福祉援助技術演習の授業では、具体的に

人とどのように関わり、どのようなコミュニケ

ーション支援や社会資源が使えるのかなど、チ

ームワークやリーダーシップを通して学ぶべき

はずが、まずはそのクラスのメンバーとの関係

作りを行なうことから始めなければいけない状

態である。

緊張をほぐし、話せる雰囲気を作り、仲良く

なって、やっと本題の対人援助についての内容

へと進むことができる。

だが、これがスムーズにいかず、かなりの時

間を要するようになってきた。

主体性、自主性が乏しく、協調性にも欠ける

学生が多く見られるようになってきたのであ

る。教員が働きかけることを待っている、ある

いは教員がそれをすることが当たり前といった

様子でこちらを窺う者もいる。決して、皆がそ

ういう状態ではないが、幾人かのそのような態

度が他の学生に影響を与えることは言うまでも

ない。

例え一人でもそのような態度の学生がいるこ

とは、小集団で学ぶ場、特に演習形式の場であ

れば、他の学生へも何らかの緊張を伝えること

になる。個人がグループに与える影響は大きい

のである。

諏訪1）は、「どれだけ多くの文献を読んだと

しても、対人援助ができるとは限らない。人と

うまく関わる能力は、文献を読んだり講義を受

けたりするだけで身につくものではなく、受身

的に学ぶのでなく、体験を通して自らが主体的

に学び、対人関係の感性を磨くなかで始めて手

にすることができる」と述べている。

本稿では、人との関わりを捉えたグループに

ついて考え、社会福祉実践の手法の一つである

グループワークについて、その発展してきた源

流とその実践において重要となるグループワー

カー（指導者）とプログラムの役割について述

べることにする。なかでも、野外で行なわれて

いる ASEプログラムの紹介を行ない、グルー

プワーク実践において ASEプログラムの有効

性について考察していくこととする。

� グループワークとは

1．グループワークとは

社会福祉実践の手法の一つであるグループワ

ークとは、グループに所属する個人が他のメン

バーとの相互作用を通して人間的に成長・発達

する過程や、グループ自体が社会的に望ましい

方向に向かって成長していく過程を支援してい

く援助方法のことである。

グループワークが最初に公式に定義されたの

は、1935年の NCSW（全国社会事業会議 Na-

tional Conference of Social Workの略）におけ

るニューステッター2）（Newstetter, Wilber I.）

の「ソーシャル・グループワークとは何か？」

で報告されたものによる。

ここでニューステッターは、「グループワー

クは、教育的過程であって、自発的なグループ

参加を通して個人の発達と社会的適応を目的と

するとともに、そのグループを社会的に望まし

い諸目標を拡充する手段として活用することで

ある。」と述べている。

また、グループワークの母と称されるコイ

ル3）（Coyle, Grace）は、「グループワークと

は、任意に作られたグループで、余暇を利用し

て、グループリーダーの援助のもとに実践され

る一種の教育的過程であり、グループ経験を通

して、個人の成長と発達を図るとともに、社会

的に望ましい目的のために、各メンバーがグル

ープを活用することである。」とグループワー

クの定義を述べている。

ニューステッターもコイルも、グループワー

クを教育的過程として捉えており、個人の成長

と社会的改善を目的としていた。だが、両者の

論文を詳しく見ていくと微妙な相違が見られ
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個人の成長ニューステッターによる目的＝ 社会の改善

個人の成長コイルによる目的＝ 社会の改善

る。ニューステッターは個人の成長と社会の改

善を相互依存的で織り混ざりあったものと考

え、個人の成長と社会の改善という 2つの目的

を等しく重視しているのに対し、コイルは、グ

ループワークが社会変革に大きく貢献したこと

は重視しているが、民主的なグループ経験を通

しての個人の成長・発達を目的の第一において

いるように思われるというのである。

大利は、これらのことを図式で示し、両目的

を対比させている。（図 1）4）

両者だけでなく、アメリカでは 1930年代、

数多くの研究者や実践家たちが、グループワー

クの定義を発表し、それぞれの目的に応じた研

究を行なってきた。

これらのように、グループワークと一言で言

っても、グループワークの目的や使用する場に

おいてその意味や捉え方は多種多様である。

集団として集まればグループワークのような

見方をされる場合もあれば、集団で活動するこ

と、また、社会教育やレクリエーションの目的

として、あるいは仲間作りのためのものと捉え

られていることもある。

前に述べたニューステッターやコイルが定義

しているようなグループワークへの理解が充分

されないまま多方面で活用されてきたこともそ

の一因である。

グループワークは、社会教育・青少年団体活

動・レクリエーション運動・キャンプ・労働運

動・セツルメント運動などの社会運動を通し

て、社会福祉と社会教育の双方の分野から発展

をしていくことになるのである。

2．グループワークの源流

グループワークは、変化し続けている社会の

情勢に対応するために生まれた社会的運動と社

会団体によって発展していった。その時代の社

会問題に対する社会福祉の要求に応えるため

に、小集団の機能を活用して行なわれてきたの

である。

イギリスやアメリカにおけるグループワーク

の歴史をみると、19世紀後半に誕生した

YMCA やセツルメント運動が中心となり、そ

れぞれの地域の社会問題に応じた社会改良運動

としての流れと、社会教育やレクリエーション

運動の流れのなかで発展していったのである。

当時、イギリスやアメリカでは、都市化や産

業の発達が急速化する各都市において、貧困、

非衛生、道徳の退廃、暴力の蔓延、青少年の非

行問題、環境の悪化が都市部を中心に社会問題

として深刻化していた。

このような劣悪な環境と、人々の生活状態を

改善するために、漓精神的に目覚め、滷労働者

教育として、澆愛国心を持って、潺自助と相互

扶助のため、潸レクリエーションのため、の 5

つの目的を持って、グループ活動を活用した運

動を人道主義者や社会改良家たちが行なってい

ったのである。

3．伝統的グループワークと新しいグループワ

ーク

グループワークが理論的に体系化されたのは

アメリカにおいてであった。

グループワークという用語は 1920年ごろか

ら用いられるようになったが、当時は現在のよ

うな「手法」としてではなく、余暇活動を提供

図 1 グループワークの目的についてのニューステッターとコイルの対比
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している「分野」を意味することを主としてい

た。

そして、その時代の社会情勢の動きに伴い、

グループワークも変遷していったのである。

伝統的グループワークとは、「社会的意識」

と「社会参加」に向けて社会教育やレクリエー

ション運動を持ってグループを活用して社会改

良を行なっていくというものであった。

しかし、第二次世界大戦中、軍関係事業での

精神科医やケースワーカーとの協働により、グ

ループワークは治療的な分野へも活動範囲を広

げていくことになる。このことがグループワー

クの発達に強い影響を及ぼすことになってい

く。新しいグループワークへと発展していくの

である。

新しいグループワークへの潮流には大きく二

つの点が挙げられる5）。一つは、ケースワーク

への傾斜である。治療的グループワークとし

て、診断に基づいて個々のメンバーに設定され

た処遇目標を達成するということである。治療

的ということは、病を治すことが重視されるこ

とになる。

もう一つは、次節で述べる、相互作用モデル

である。診断や処遇目標の設定よりも、グルー

プ過程で生じてくる対人接触のなかの相互援助

を重視し、援助者を媒介者として捉えている。

グループワーカー（指導者）は必要な時に、グ

ループが望む時に手を差しのべるが、その他は

グループの行動に任せるというものである。

こうしたアメリカでの展開過程を経てグルー

プワークはわが国に導入され、社会福祉の専門

技術として定着していくのである。

4．グループワーカー（指導者）とプログラム

活動

グループワーク実践において重要な要素を占

めるのは、専門的知識や技術を持ったグループ

ワーカー（指導者）の存在と、援助媒体として

活用されるプログラム活動の二つが挙げられ

る。

グループワーカー（指導者）と四つの代表的な

理論体系モデル（アプローチ）

グループワークが単なるグループ活動との大

きな違いは、社会福祉の知識や技術を備えた専

門職であるグループワーカーがグループの展開

過程に、意図的・意識的に介入を行い、グルー

プが持つ特性を理解し、目的に向けて働きかけ

ているかどうかということである。

グループワークは、それらが用いられる場面

や目的においてその役割が変化してきた。

1960年代にアメリカでは、グループワーク

の研究を行い、モデルとして体系化を行なっ

た。当初は、「初期的なモデル」として三つの

モデルが示された6）。

漓ケースワーク的モデル、滷臨床的モデル、

澆一般的ソーシャル・グループワーク・モデル

の三つである。

「ケースワーク的モデル」は、現在のケース

ワークにみられるように、精神分析の影響を受

けた研究者たちが、精神分析的な手法の強いケ

ースワーク過程を、グループワークのなかに持

ち込んだものであった。

「臨床的モデル」は、精神病院における集団

精神療法と情緒障害児施設の児童の治療となる

集団生活場面の考え方を福祉施設やキャンプに

おける集団処遇として取り入れたものである。

集団を個人の治療や発達の場とする、後に治療

的グループワークへと発展していくことになっ

た。

「一般的ソーシャル・グループワーク・モデ

ル」は、社会教育を含む広範囲に実施されてい

た伝統的グループワークであり、後に「社会的

諸目標モデル」として発展するものである。

これら三つのモデルを基盤としてさらに理論

的に体系化されていくことになる。なかでも代

表的な四つのモデル体系について、その特徴と

体系におけるグループワーカー（指導者）が果

たす役割について以下に示すことにする。

漓社会的諸目標モデル（social goals model）

「社会変革アプローチ」とも言われ、社会問
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題の解決を目的としたものである。望ましい社

会を目指して「社会的意識」と「社会参加」を

主要概念としてグループを活用することとし

た。

グループワーカーは「可能ならしめる人」、

すなわち「可能にする人」であると言われ指導

者としての役割を担っている。

滷相互作用モデル（reciprocal model）

「交互作用モデル」、「相互作用媒介者アプロ

ーチ」、「媒介モデル」とも言われ、個人と社会

の有機的な相互援助の関係を前提としているも

ので、個人とその社会が自己実現へ向けて互い

に相互的役割を担うものであるとしている。

グループワーカーの役割は、個人と社会を変

化させることよりも、媒介することにある「媒

介者」としている。

澆治療的モデル（remedial model）

「社会行動的モデル」「予防的及びリハビリテ

ーション的アプローチ」と言われるものであ

る。初期の臨床的流れから個人の治療、小集団

による個人の変革をグループワークの目的とす

るものである。

グループワーカーはメンバーをその援助目的

（治療）に向け、意図的に「変化せしめる人」、

「変化を起こさせる人」、すなわち「介入者」と

して捉えられている。

潺発達的モデル（humanistic model）

「ヒューマニズム的モデル」とも言われるも

のである。グループを成長と発達のために人々

が相互に助け合う社会の縮図と考え、社会的機

能の向上という目標が強調され、自己覚知（自

己への気づき）、自己評価、自己活性化に対す

る潜在能力など、人間主義的、実在的テーマが

基礎となっている。

グループワーカーはメンバーと対等の関係に

あり、率直で共感的で誠実な「ありのままの人

間」としてメンバーを共有する人として考えら

れている。

これらのモデルは、それぞれの目的や状況に

よって用いられる場面はさまざまであり、グル

ープワーカーの役割も変わってくる。

しかし、グループワーカーとして重要なこと

は、モデルとしての対応を行なうのではなく、

時と場合によりその役割を使い分けるというこ

とである。ある時は、「媒介者」として、また

ある時は「可能ならしめる人」として、目的に

向かって安心してグループが活動できるよう

に、また、グループ間の相互作用を上手く活か

すことができるようにそれぞれの場面で対処す

ることが求められるのである。

プログラム活動

もう一つの重要な要素となるのがプログラム

活動についてである。

グループワークの専門性や方向性が定まるま

では、グループワークにおけるプログラム活動

は、「レクリエーションの内容」についてや

「プログラムの良さ」といった中身に集中して

いた。その後、幾度と重ねる議論により、プロ

グラムは、グループワークの目的を達成するた

めの手段であると明確に位置づけられていくこ

とになる。

また、プログラムの内容については大きく二

つの要素が存在する。

一つは、ゲームや話し合い、芸術活動などと

いったレクリエーション活動であり、もう一つ

は、パーソナリティの交流、人間関係の構築で

あり、これによって集団過程が展開される。

プログラムと人間関係がしっかりと絡み合い

グループワークの目的が達成されるのである。

多種多様なプログラムを理解し、活用するのと

同時に、グループ内の人間関係を理解し、活用

していくことが重要となるのである。

トレッカー7）（Trecker, Harleigh）は、「プロ

グラムとは、（グループワークの目的を達成す

るために）個人およびグループのニードに応ず

るために、ワーカーの助けを得て展開される、

計画、実施、評価、といった一連の諸活動の一

区切りとそれに影響を与え与えられる、相互関

係、相互作用、鐚藤、意思決定などの諸過程を
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含むものである。」とプログラムの定義につい

て述べている。

グループワーカー（指導者）が先導するだけ

でなく、どのような活動でも良いと言うのでも

なく、メンバー同士が相互関係を築き、意思決

定できるものが望ましいということである。

特に学生が授業のなかで専門職として援助技

術を体得する前の段階で必要となるのは、人と

の関わりである人間関係についてである。プロ

グラムを通して人と人との関係を作り、それが

相互に影響をしあい、そのなかで個人の特性や

グループの特性が明らかになっていくのであ

る。

計画、実施、評価といったプログラム過程を

踏まえ、グループ活動を中心に、メンバー同士

の相互関係について体験を通して学ぶ方法とし

て、筆者の指導経験のある野外で行なわれてい

るプログラムと関連づけて考えてみることにす

る。

� ASE プログラム

1．ASE とは

ASE8）（行動社会化経験プログラム Action

Socialization Experienceの略）とは、野外で、

自然や人工の障害物を利用して作られたいくつ

かの課題をグループで解決していく過程を通し

て、社会化を促進していくことを目的としてデ

ザインされたプログラムのことである。グルー

プによる課題解決学習を通した社会化促進プロ

グラムであり、メンバーが互いに協力して課題

を解決していく経験を通して、協力、責任、友

情、正義、奉仕といった人間的価値の意味の理

解と、それを媒介として成立する民主的な人間

関係を構築する技術、態度の学習を図ろうとす

るものである。

ASEの理念や方法の源流となるのは、20世

紀にフランス海軍の士官であったエベルト

（Georges Hebert）によって生み出された自然的

運動活動であり、人間が持っている自然な動き

に基づいて考案された新しい運動体系が発展し

てきたものである。

これは、“自然主義”と特徴づけられ、機能

的（function）であること、有益（useful）であ

ること、全体的（global）であること、野外（open

air）で行なわれること、が重要視されてい

る。そして、人間が行なう全ての運動は、歩い

たり、走ったり、はったり、登ったり、ジャン

プしたり、バランスをとったり、投げたり、持

ち上げたり、運んだりといった、人間の自然で

基本的な動きから構成されている。自然や人工

の障害物に挑戦し、克服していくことの楽しさ

と勇気、協力といった価値の教育が何よりも重

要とされている。機能の全体の発達のために、

さまざまな運動要素の発揮を必要とする障害物

をサーキット状に配置し、それが ASEのプロ

グラム発展へと繋がっていったのである。

その後、この運動はカナダに移入され、後の

ロープコースやアドベンチャー・プログラムと

いった訓練活動へと発展していき、イニシアテ

ィブ・ゲームとされる ASEプログラムへと発

展していったのである

現在では、カナダだけでなく北アメリカの主

要な野外（活動）施設で ASEプログラムが行

なえるようにプログラム用の器具（エレメン

ト）が設置されている。

2．ASE プログラムの展開

ASEプログラムはサーキット状に設置され

た各課題（プログラム）について、決められた

時間の範囲内でグループのメンバー全員で解決

していく（実践する）というものである。

〈プログラムの目的〉

漓グループのメンバー全員で、その課題を実

行する過程や結果から、「協力」「工夫（創

造性）」「信頼関係」「役割」「目的達成」と

はどういうことかについて考え、それらを

育むことを目指す。

滷グループ活動を重視する。

澆グループの協力があれば、難しいことも乗

り越えていけるということを体感する。
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潺これらの体験は、今後の社会生活において

重要な要素となり、いかなる難問に直面し

たときにも通じるものである。

〈基本的な展開方法について〉

漓課題の設定とグループの大きさ

グループの人数は課題の内容を考えて、

子ども、大人にかかわらず 8人から多くて

も 12人までの小グループとする。課題の

設定は、グループ数にもよるが、6から 10

程度用意する。

滷課題の説明

スタッフが課題を解決する前に、グルー

プのメンバー全員にしっかりとそれぞれの

「課題」と「ルール」についての説明を行

なう。限られた時間の範囲内で、サーキッ

ト状に設定された課題を解決していくもの

である。課題にやってくると（エレメント

の前に行くと）スタッフは守るべき注意点

を含め説明を一度だけ行う。説明が終わる

と、グループのメンバーからの質問は一切

受け付けない。実践する側がいかに説明を

しっかり聞いているのか、このプログラム

に関心を持っているのか、リスニングスキ

ルの向上を図ることとする。

澆ディスカッション

説明が終わった後、プログラム（課題解

決）に取りかかる前に、メンバー全員で話

し合いの場を最低 1分は行なうこととす

る。ほとんどの個人は、課題の解決を焦り

がちで、解決の方法を考えるための充分な

時間をとることを嫌いがちであるが、グル

ープの課題に対する有利性、不利性を考慮

にいれて合理的な解決の方法をメンバー全

員で考え、協力して課題を解決することが

大切となる。

潺ふりかえり・スタッフ（指導者）の問いか

け

ASEプログラムの各課題解決のための

時間は 15分である。スタッフは、グルー

プが課題を解決できなくても、最後にとる

ふりかえりで、メンバー同士の意欲性や協

調性などについて問いかけを行う。発言の

機会の平等性に考慮して、スタッフは、グ

ループの課題に対しての有利性、不利性の

活かし方、克服の仕方、積極性などについ

て、それぞれのメンバーの考えや思いを引

き出すようにしていく。

潸まとめ

すべてのグループが課題の解決（ASE

プログラム）を終了した後、スタッフは全

グループのメンバーを集めて、ASEプロ

グラムの課題解決に求められた理念や方法

は、実際の社会に横たわっている問題の解

決に求められるそれとが類似していること

について話を行う。社会にはさまざまな問

題があり、問題の解決にはさまざまな個性

（有利性、不利性）が力を合わせることが

必要なことや、協力するということは、お

互いの個性を認め合い、手を取り合って最

も可能な解決の方法を考え、一人ひとりの

積極的な関わりが重要になることを、実際

の体験を例に挙げて問いかけていく。

澁評価

ASEプログラムの課題解決プロセスの

評価のために、図 2のような評価表を用い

る。

評価は、課題解決に最高 4点、チームワ

ークに最高 6点の計 10点が、全ての課題

に与えられる。評価はその課題の担当スタ

ッフの主観がかなり大きな影響を及ぼすか

もしれないし、それぞれの課題は厳密に見

れば曖昧さが含まれているが、課題解決力

やチームワークに対して全体的に捉え、貴

重な資料となる。

以上のように、課題解決にあたり重要なこと

は、説明を一度しか行なわないことと、その後

はグループだけで課題解決に向けていかなる方

法で実践していくか、ということである。自分

勝手な単独行動や他人任せといった行動をとっ

ていては解決にはいたらないし、全員の同意が
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なければ進まない。

協調性はもちろん、リーダーシップを発揮す

ることやチームワークが求められる。何よりも

全員が課題解決に向けてどのような方法がある

のか考えることが大切となる。

3．ASE プログラムの実際（実践例）

具体的にどのようなプログラムがあるのか、

ほんの一例を挙げることにする。

漓チーム T シャツ（切り株乗り）

大人用の T シャツの上に同時に何人乗

ることができるか。誰も地面に触れてはい

けない。

・T シャツの大きさを 2つ、次は 4つ折りに

した状態で、何人乗ることができるのか実

践する。

・T シャツに見立てて新聞紙を使っても良い

し、同じほどの大きさの木の切り株で行な

ってもよい。

〈ルール〉

・メンバー全員が、10秒間、地面に触れる

ことなしに T シャツの上にいなければな

らない。

滷ハンドノット（人間知恵の輪）

人間知恵の輪とも言われているもので、

全員が手をつなぎ合わせて作った結び目を

手を離すことなくほどいていくと、一重の

円、あるいは 8の字になるというものであ

る。

〈ルール〉

・結び目を作るとき、全員が集まって小さな

円を作り、目をつむって両手を円心にだ

し、手をつなぐ。

・両手が同じ相手同士、また隣の人とは手を

結ぶことはできない。

・途中で手を組み変えることはできない。

図 2 ASEスコアシート
課題名〈 〉

グループ名・人数 制限時間 実施時間 課題達成 チームワーク 合計 コメント

漓チーム T シャツ
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・途中で手が切れたら最初からやり直し。

澆横木

地上 1.8 mの高さに渡された横木を全員

が乗り越えて、反対側に移動する。

〈ルール〉

・横木を支えている両側にある木は利用して

はいけない。

・一度反対側に移動した者は、戻ることはで

きない。

潺毒蜘蛛の襲撃

毒蜘蛛に気づかれないように、巣の間を抜

けて反対側に脱出する。

〈ルール〉

・巣に触れ、巣につけられた鈴が鳴ると蜘蛛

が目を覚ます。巣に触れた者は、蜘蛛に食

べられてしまうので、その後の課題解決に

は参加できない。

＊鈴はあらかじめネット（ロープ）に数個つ

けておく。

・同じ穴は二度しか抜けることができない。

（二人までは脱出に使える）

・反対側に脱出した者は、反対側からメンバ

ーの脱出を助けても良い。

このほかに、

潸サウンド

澁目隠し六角形

澀二本の丸太

潯ジャンボむかで

潛リバース

濳エレクトリックフェンス

潭底なし沼

滷ハンドノット

澆横木

潺毒蜘蛛の襲撃

潛リバース
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澂迷路

など、ほんの一部の紹介ではあるが以上のよ

うなタイトルがつけられたプログラム内容があ

る。

また、ASEプログラムの他にも、「ロー・ロ

ープス・コース9）（Low Ropes Course）」や

「PA10）（Project Adventure）」と呼ばれる内容の

プログラムがある。いずれもドイツで創設され

た OBS11）（Outward Bound School）が行なって

いる冒険プログラムから進展して活用されてい

る。

そのねらいは、メンバー同士の「信頼」「協

力」関係を築くなかで、個人が自信を持って新

しい体験に「挑戦」することや、勇気を持って

挑戦すれば必ずできるということを体験するこ

とでさらなる大きな自信へと繋げていくもので

ある。

4．考察

ASEプログラムを行なうにあたり、始める

前に必ずグループのメンバー全員でディスカッ

ションを行い、そのプログラム（課題解決）に

どのように取りかかるのか（対処するのか）を

考えること、そして、プログラム終了後（課題

解決後）はふりかえりの時間をとり、例えば、

時間がかかった点は何だったのか、プログラム

中に誰の発言がメンバーに影響を与えたか、リ

ーダーシップをとっていたのは誰か、プログラ

関西福祉科学大学紀要第 11号（2007）

─１５８─



ム（課題解決）を通してどのようなことに気が

ついたかなどについてふりかえる。必ず、メン

バー全員が意見を述べるように、スタッフはグ

ループのメンバーに促す。

同じグループのメンバーがどのように考え、

感じているのかについて理解すると同時に、自

分もメンバーの一員であるということを理解す

るために、このディスカッションやふりかえり

の時間を大事にしている。自分の意見をしっか

り述べるということ、またその意見をグループ

のメンバーがしっかり受け止め、自分の存在が

大事なものであることをプログラムを通して認

識するのである。

また、プログラム実践においてもう一つ重要

なことは、特に ASEのプログラム実践（課題

解決）にあたり意図したことは、人それぞれの

特長や個性（有利性・不利性）を理解し、その

特長や個性を活かした課題となっているという

ことである。

身長が低い、あるいは高い、力がある、力が

ない、など身体的な特長について長所である部

分が時にはマイナスに働いたり、短所であった

部分がプラスとして機能するということであ

る。

例えば、「チーム T シャツ」では、体重の軽

い者は誰かの上に肩車をしてもらうことができ

る。一人分のスペースで 2人がそのなかにい

る。同様に「毒蜘蛛の襲撃」でも細身の者があ

いている巣の中をくぐることは簡単である。だ

が、それらを支える者は、体重のあるしっかり

した者が必要になってくる。

「横木」では、ある程度の高さがある横木を

全員が超えなければならない。身長が高い者を

先に超えさせて、その者が他のメンバーの橋渡

しとなる。

そして、必ず全員がしっかり手を握りあい、

支えあい、協力しないとプログラムは、課題解

決できないのである。意欲的に取り組まない者

が一人でもいると、そのプログラムは終えるこ

とができないし、もしかすると大怪我になって

しまう可能性も起りうるのである。また、全員

で手を握り合って協力するということだけでは

なく、励ましの声をかけ、それぞれの個人に、

一歩前進させる意欲や自信を持たせることもあ

る。

また、グループのメンバー全員が参加意欲は

あるが言いたい放題の状態でもプログラムは進

まない。誰かがリーダーシップを発揮して、そ

れにメンバーが同意していく。ある場合は、S

さんがリーダーシップを発揮するかもしれない

し、ある場合は M さんがその役割になるかも

しれない。数多くのプログラムを実践すること

により、知らず知らずに役割分担が行なえるよ

うにもなってくるのである。誰一人欠けること

はできないのである。

このようにそれぞれのプログラムが、それぞ

れの特長や個性を充分に発揮できる内容になっ

ており、それをスタッフと言われる者（専門職

の立場である者）が充分に理解をした上で、メ

ンバー全員に促していく。スタッフは、これら

のことをメンバーたちが自分たちで気づくこと

ができるように、理解できる雰囲気や環境を作

っていくことに配慮していくのである。

そして、個人は、これらのプログラム実践を

通して、人への理解、自分や他人の存在意義、

協調性について理解するとともに、自分への気

づきと自信へと繋がることになる。

大事なことは、ASEプログラムは結果を重

視しているのではなく、それにいたる過程を重

要視しているのである。実践を通して、グルー

プワークを行なう上で必要な、人への理解、協

調性、リーダーシップなどが培われる。実際に

自分たちが体験をしたことであるので、その具

体性がわかりやすく、どのような部分で協調性

があったのか、リーダーシップとは何かといっ

た点が机上で学ぶだけでなく理解しやすいとい

える。

� まとめ

北アメリカでは主に小学生から高校生にいた
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る子どもたちが、授業の一環で ASEプログラ

ムの体験を行う。また、社会人の新入社員の研

修としても活用されている。

野外でゲーム感覚での活動を通して、グルー

プで考え、それを実行に移し、ふりかえる。

人との関わりにおいてはまず人を理解するこ

とから始めなければならない。理論的に理解し

ているだけでは理解していると言えないのであ

る。具体的に「この人のこの部分が良い」とか

「頻繁にこの言葉を話す」など、さまざまな場

面や言葉を通して理解することが望ましいので

ある。そのためには、野外という開放的な場所

でプログラム活動を行うことは、かしこまら

ず、緊張することなく、ある種個人の自然な考

えや感情が無意識に引き出せると筆者は確信し

ている。

ASEの基本的理念は、人間関係に関わる学

習は、まず体験が先にあり、学問や科学は後で

それを理論化されるべきであるというものであ

る。行なうことによって学ぶ（Learning by do-

ing）といった野外教育の方針と合致する。

ASEプログラムは、手軽にどこでも行なえ

るものではない。しかし、いくつかは身の回り

にあるものを利用して手軽にどこでも（室内で

も）行なえるものもある。

また、スタッフであるグループワーカー（指

導者・援助者）は、メンバー一人ひとりの言動

に注意をはらい、お互いの関係性をよく観察

し、ふりかえりを行なうことで、グループ内に

相互作用が起こる。プログラムを通して、メン

バー自身もグループの存在や他のメンバーの存

在を意識するとともに、グループワーカーもグ

ループを観察する力や働き所について学習する

ことになる。

人との関わりや関係について、理論だけでな

く感覚（感性）を養うことがこれからの社会福

祉専門職に求められていくと考える。グループ

のメンバーと何かを成し遂げる、何かを作り出

す、その達成感が、それぞれの自信となり次へ

の行動へと繋がっていく。受身的でなく自らが

周りのことに気づき、考え、応用することので

きる力となるのである。

今回、ASEプログラムに関してはほんの一

部の内容の説明で、その方法やスタッフの具体

的な働きかけについて、述べることができてい

ない。

今後、グループワークと結びつけて具体的な

効果について述べていくことができればと考え

る。
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７）カリフォルニア大学社会事業大学院教授。我
が国との関係は深く、我が国の初期のグループ
ワーク実践においては伝統的グループワークを
主にした彼の研究が取り入れられた。
８）財団法人関西テレビ青少年育成事業団編『The

KFYD vol. 9 この夏、なぜか法幢寺 ASE特
集』1989

９）自然のなかで立ち木を利用して低い高さの位
置にロープを張り巡らせて、例えばそのロープ
を支えに、あるいはロープの上を歩くことによ
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り、各プログラムを行なうものである。ASE同
様、他のメンバーとの「信頼」「協力」関係のな
かで、新しい体験へ「挑戦」することで自信や
積極性を養うものである。

１０）PAプログラムは、アドベンチャーの持つさま
ざまな特性をいかし、これにグループカウンセ
リングの手法を取り入れることにより、人間と
しての豊かさを育むことを目的としている。1970

年、ボストン郊外の公立中学校の教師が中心と
なって、OBSで行なわれていた活動のコンセプ
トを教育の手法として活用しようということで
始まった。最初は、自然をフィールドにした活
動だったが、その後、心理学や体験学習の手法
が取り入れられ、ロープスコースを中心にしな
がらも、野外だけでなく室内の活動も加わって
発展をしている。
星野敏男、川嶋直、平野吉直、佐藤初雄編

『野外教育入門』p. 229 2001

１１）“アウトワード・バウンド（Outward Bound）”
はもともと船乗りたちが、船が係留地を離れ
て、大海原の未知の危険と冒険にこれから向か
う“さぁ、出発だ！”との意気込みの瞬間を表
現したものであった。その思いから、ドイツの
教育者のクルトハーンによって、冒険的な取り
組みを基盤におき、青少年の道徳的規律、正し
いことと悪いことの間の選択力、生き生きとし
た活動を通じて自らの健康を改善するための欲
求を継続させる力、を訓練することを試みたこ
とが始まりである。変化する環境のなかで、人
間の潜在能力の個人的成長と達成を助けること
が必要であると信じ、複雑で多様な側面を持っ
た方法でコースの設定を行なっている。

財団法人関西テレビ青少年育成事業団編『1988

国際シンポジウム報告書』pp. 22−31 1989
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